
製品安全センター

樹脂製折りたたみ踏台の破損事例

使用材料：
ＰＰ（ポリプロピレン）

製品概要

折りたたみ
状態

樹脂製折りたたみ踏台に足を乗せたところ、天板が突然破損し、
足にけがを負った。

事故通知内容

使用材料の成分分析結果

１．元素分析の結果

２．熱分析（ＴＧ）の結果

○６５０℃以降の、ＣａＣＯ３の分解による重量減少分（ＣＯ２の量）から算出した。
○同等品２，３のＣａＣＯ３添加量は、大きく異なっており、いずれも２０ｗｔ％を超えていた。

３．ＣａＣＯ３ （炭酸カルシウム）の影響

○曲げ試験における破断時の変位 ２０ｗｔ％＞３０ｗｔ％＞１０ｗｔ％
⇒ ２０ｗｔ％以上の、ある添加量で耐久性は最大となり、それ以上

添加すると耐久性は低下し始める。

「プラスチックのタフニングとその設計」（山形大学名誉教授石川優）から抜粋

エネルギー分散型蛍光X線分析装置（ＥＤＸ）で使用材料に
含まれる元素を確認

○ Ｃａの比率 事故品＞同等品１
⇒ 添加剤ＣａＣＯ３（炭酸カルシウム）の過剰添加が疑われる

事故品
の状態

事故品 同等品１
Ｃ 100 100
Ｏ 26.76 15.19
Ｃａ 14.08 11.39

（Ｃを１００とした相対元素含有量）
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同等品２

DTA

北陸支所入手品

681.1 ℃

653.1 ℃

715.8 ℃

-9.69 %

450.5 ℃

434.7 ℃

469.8 ℃

-73.60 %
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同等品３ 同等品２ 同等品３
ＰＰ 56.3 77.2

ＣａＣＯ３ 43.7 22.8

（％表示）

同等品２ 同等品３
ＰＰ 100 100

ＣａＣＯ３ 77.6 29.5

（部表示）

同種製品(樹脂製折りたたみ踏台)の事故情報(使用中に製品が破損)は９件※寄せられており、
重大製品事故(重傷)も発生しています。※H23年4月～H26年10月
確実に組み立てられる製品構造(設計)、使用材料(配合成分を含む)、製造工程(配合比、成形
条件等)、耐荷重強度(静荷重、動荷重)の確認等が重要となります。

同種事故防止のための留意点

熱分析装置（ＴＧ）で樹脂成分の配合割合を確認

組立て
手順

曲げ強度の低下

組立て状態
の確認が重要


